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期待を胸に
　　新たな一歩を
　　　　踏み出す

F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2011
京丹波のまちのニュースをお届けします

　入学式を取材させていただ
きましたが、夢と希望に胸を
ふくらませる新入生の姿を見
るととてもうれしい気持ちに
なり、編集子であることに喜び
を感じるとともに、息子が成長
した姿を想像し感慨深いもの
がありました。これからも取材
を通じて味わうことができる
感動を大切にしながら、広報
編集に励みたいと思います。
（Ｋ）

編
集
後
記

気
持
ち
を
新
た
に
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

瑞
穂
小
学
校
と
み
ず
ほ
保
育
所
の
誕
生
を
祝
う

■
入
学
・
入
園
式

四
月
十
一
日
、町
立
中
学
校（
蒲
生

野
、瑞
穂
、和
知
）の
入
学
式
が
各
校
で

行
わ
れ
、在
校
生
や
保
護
者
ら
が
見
守

る
中
、新
入
生
百
四
十
一
人
が
新
た
に

中
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

蒲
生
野
中
学
校
で
は
、在
校
生
代
表

の
長
澤
慶
さ
ん
が「
中
学
校
生
活
で
新

し
い
自
分
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、新
入
生
代
表
の
宮

田
栞
里
さ
ん
が「
夢
に
向
か
っ
て
、一
日

一
日
を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
過
ご
す
と

と
も
に
、今
日
の
感
動
を
忘
れ
ず
、蒲

生
野
中
学
校
の
新
た
な
歴
史
を
作
る

生
徒
と
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
力

強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。　

四
月
八
日
に
は
町
立
小
学
校（
竹
野
、

丹
波
ひ
か
り
、下
山
、瑞
穂
、和
知
）で

入
学
式
が
行
わ
れ
、計
百
人
が
入
学
。

四
月
七
日
に
は
町
立
保
育
所（
み
ず
ほ
、

和
知
、上
豊
田
、下
山
分
園
）で
計
八

十
五
人
、四
月
十
二
日
に
は
須
知
幼
稚

園
で
二
十
人
が
入
園
し
ま
し
た
。

■
開
校
式
・
開
所
式

新
た
な
学
び
舎
と
し
て
誕
生
し
た

瑞
穂
小
学
校
の
開
校
式
が
四
月
六
日
、

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、児
童
や
地
元

住
民
ら
約
三
百
六
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
、十
倉
一
昭
教
育
委
員

長
か
ら
井
尻
常
夫
校
長
へ
の
校
旗
授

与
を
は
じ
め
、寺
尾
町
長
の
式
辞
や
十

倉
教
育
委
員
長
の
告
辞
、井
尻
校
長
の

あ
い
さ
つ
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、児
童

た
ち
が
全
員
合
唱
を
し
て
新
し
い
校

歌
を
披
露
。続
い
て
、参
加
者
全
員
で

万
歳
三
唱
を
し
、新
た
な
歴
史
の
幕
開

け
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、四
月
七
日
に
は
、園
児
や
保

護
者
ら
が
出
席
す
る
中
、「
み
ず
ほ
保

育
所
開
所
式
」を
実
施
。式
典
で
は
、

寺
尾
町
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、園
児
た

ち
に
よ
る
合
唱
や
、五
歳
児
と
来
賓
に

よ
る
く
す
玉
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
、新

し
く
な
っ
た
保
育
所
の
出
発
を
多
く
の

人
た
ち
で
祝
い
ま
し
た
。

校旗を披露する井尻校長（左）（瑞穂小学校・橋爪）

開所を祝してくす玉を割る児童ら（みずほ保育所・和田）

新入生を代表して宣誓する宮田さん（蒲生野中学校・蒲生）

入学の喜びを込めて歌う新入生
（瑞穂小学校・橋爪）

名前を呼ばれて大きな声で返事をする児童
（みずほ保育所・和田）

な
が 

さ
わ  

け
い

み
や

た 

し
お
り

と    

く
ら   

か
ず  

あ
き

い　

 

じ
り   

つ
ね   

お



東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
お
よ
び
避
難

者
へ
の
支
援
を
、府
や
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
総
合
的
に
行
う
た
め
に
設
置
し
た

「
京
丹
波
町
災
害
支
援
対
策
本
部
」（
以
下

「
支
援
本
部
」）。福
島
県
内
を
主
と
し
て
、

特
に
友
好
町
で
あ
る
双
葉
町
の
情
報
収
集

を
は
じ
め
、義
援
金
や
支
援
物
資
の
と
り
ま

と
め
、職
員
の
現
地
派
遣
な
ど
、長
期
間
に

わ
た
る
支
援
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
確

立
し
ま
し
た
。

 2 被災地および避難者への支援を行うために
  町災害支援対策本部を設置
 
 4 町公共事業再評価審査委員会の審査結果は
 「町道235号線の事業は
 町の対応方針案（継続）が妥当」

 6 人の動き
 8 平成23年4月から
  献血の基準が一部改正されました

 9 Dr’s Message いきいき健康術
 10 　　KYOTAMBA TOWN NEWS 2011 

地域防災を担う消防団に36人が入団
―消防団入隊団及び役員任命式

人形が伝える思いやりの心
―ふるさと人形展

キャッチフレーズで伝える地域の特色
―北部振興会が集落ＰＲ看板を設置

名称を改めて新体制でスタート
―女性の会総会

観光協会の設立を目指して
―観光協会設立委員会が発足

気持ちを新たに学校生活がスタート
―入学・入園式

瑞穂小学校とみずほ保育所の誕生を祝う
―開校式・開所式

4月8日、和知小学校で行われた入学式。晴れやかな笑顔を見せ
る児童たちの姿は、これから始まる学校生活への期待に満ち溢
れていました。（関連記事を12ページに掲載）

今月の表紙
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支
援
本
部
の
体
制

寺
尾
豊
爾
町
長
を
本
部
長
と
し
て
、副
本
部
長
に
副
町

長
と
教
育
長
、総
括
に
参
事
を
配
置
し
、各
部
署
を
七
班

に
分
け
て
組
織
。役
割
分
担
は
次
の
と
お
り
で
、町
が
一
丸

と
な
っ
て
支
援
で
き
る
よ
う
、連
携
を
密
に
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
括
班（
総
務
課
、議
会
事
務
局
）

全
体
と
り
ま
と
め
、関
係
機
関
と
の
調
整

広
報
班（
企
画
政
策
課
、監
理
課
）

双
葉
町
と
の
連
絡
調
整
、町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
情
報

提
供

義
援
金
担
当
班（
税
務
課
、会
計
室
）

義
援
金
の
と
り
ま
と
め
、送
金
な
ど

物
資
等
支
援
班（
住
民
課
、瑞
穂
支
所
、和
知
支
所
）

支
援
物
資
の
集
約
窓
口
、配
送
手
配
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
班（
保
健
福
祉
課
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
調
整

避
難
者
受
入
班（
土
木
建
築
課
、産
業
振
興
課
、水

道
課
、医
療
政
策
課
、病
院
、診
療
所
）

避
難
者
の
受
け
入
れ
調
整

児
童
・
生
徒
受
入
班（
教
育
委
員
会
、幼
稚
園
、子
育

て
支
援
課
、保
育
所
）

児
童
や
生
徒
の
受
け
入
れ
調
整

双
葉
町
を
支
援
す
る
取
り
組
み

被
災
さ
れ
た
双
葉
町
を
い
ち
早
く
支
援
す
る
た
め
に
、

畠
中
源
一
副
町
長
を
団
長
と
す
る
派
遣
団
を
結
成
し
、三

月
十
五
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
緊
急
支
援
物
資
を
輸

送
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、そ
の
後
も
連
絡
を
取
り
合

い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
、「
復
興
支

援
募
金
」と「
支
援
物
資
」を
必
要
に
応
じ
て
募
っ
て
い
ま

す
の
で
、町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
復
興
支
援
募
金

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金
と
合
わ
せ
て
、被
災
さ
れ

た
双
葉
町
の
み
な
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
復
興
支
援
募
金
」を
募
っ
て
い
ま
す
。支
援
募
金
箱
は
、義

援
金
箱
と
同
じ
く
次
の
場
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

役
場
本
庁
／
瑞
穂
支
所
／
和
知
支
所
／
町
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
／
瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
京
丹
波
町
病

院
／
和
知
診
療
所
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
和
知
支
所

■
支
援
物
資

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
で
、必
要
に
応

じ
て
不
足
し
て
い
る
物
資
が
提
供
で
き
る
よ
う「
支
援
物

資
」を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。な
お
、必
要
な
物
資
や
量
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
を

利
用
し
て
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

義援金を手渡す長澤生徒会長（教育委員会・本庄）

双葉町の避難所へ水や食料などの支援物資を届ける派遣団（福島県川俣町合宿所）

　

双
葉
町
と
の
友
好
町
提
携

双
葉
町
と
の
交
流
は
、昭
和
四
十
五
年
の
大
阪
万
国

博
覧
会
で
の
テ
レ
ビ
対
談
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、平
成

六
年
に
旧
瑞
穂
町
が「
姉
妹
町
提
携
」の
盟
約
を
締
結
。

そ
し
て
、平
成
十
八
年
五
月
十
一
日
に
京
丹
波
町
と
し

て
改
め
て「
友
好
町
盟
約
」を
締
結
し
、さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
交
流
を

深
め
、両
町
の

発
展
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

蒲
生
野
中
学
生
が

教
育
長
に
義
援
金
を
託
す

四
月
十
二
日
、蒲
生
野
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、朝
子
照
夫
教
育
長
に
双
葉
町
へ
の

義
援
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

義
援
金
は
、三
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日
に
同
校
と

丹
波
マ
ー
ケ
ス
前
で
募

金
活
動
な
ど
を
し
て
集

め
た
も
の
で
、総
額
十
四

万
三
千
百
七
十
四
円
。

同
校
生
徒
会
長
の
長
澤

慶
さ
ん
は「
こ
の
お
金
を

届
け
て
い
た
だ
き
、双
葉

町
の
み
な
さ
ん
に
有
効

的
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

な
が  

さ
わ

け
い

あ
さ　

こ　

 

て
る　

お

て
ら　

お　

と
よ　

じ

は
た
け
な
か  

げ
ん 

い
ち

役場などに設置している義援金箱と双葉町への
支援募金箱

平成18年に締結した盟約書

【問】京丹波町災害支援対策本部総括班（総務課）  ☎82－0200
＊義援金に関しては 税務課 ☎82－3802 　＊支援物資に関しては 住民課 ☎82－3803

ふ
た   

ば   

ま
ち

被
災
地
お
よ
び
避
難
者
への

支
援
を
行
う
た
め
に

町
災
害
支
援

対
策
本
部
を

設
置
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町公共事業再評価審査委員会の審査結果は

「町道235号線の事業は
町の対応方針案（継続）が妥当」
京丹波町公共事業再評価審査委員会（以下「委員

会」）が3月14日、依頼を受けていた「社会資本整備総
合交付金事業（町道235号線）の再評価」について、寺
尾豊爾町長に審査意見書を提出。意見書を受け、寺尾
町長は「審査意見に基づき、町の方針を早急に決定し
対応してまいります」と話し、3月23日には対応方針を
委員会に報告しました。

町
道
二
三
五
号
線
の
概
況

国
道
二
七
号
下
山
バ
イ
パ
ス
か
ら
市
道
中
道
新
田
線

（
南
丹
市
）へ
通
じ
る
全
長
約
一・
八
㌔
の
生
活
道
路
。現

況
は
幅
員
四
㍍
の
未
舗
装
で
あ
る
た
め
、大
型
車
の
離

合
が
困
難
な
こ
と
や
通
行
の
際
の
安
全
性
確
保
な
ど
に

課
題
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、畑
川
ダ
ム
供
用
開
始
後
に
水

没
す
る
こ
と
か
ら
、付
け
替
え
道
路
と
し
て
も
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、畑
川
ダ
ム
建
設
事
業
へ
の
支

整備が進められている町道235号線（下山地内）

委 員 名 役　　　職　　　等

委 員 長 片山俊明 行政書士

副委員長 隅山國夫 町区長会理事

上田次雄 南丹船井交通安全協会京丹波支部長

梅原好範 町消防団長

白石克孝 龍谷大学法学部教授

田畑修一 町商工会長

西村恵美子 町婦人会長

細井義数 畑川ダム対策協議会長

吉田　昭 町区長会副会長

委　　員

公共事業再評価審査委員

※「役職等」は平成23年3月末時点のものです。

町道235号線

位置図

てら

お      とよ      じ

寺尾町長に意見書を提出する片山委員長（役場町長室・蒲生）

  事業概要

●延　　長 1.84㎞
●幅　　員 7m　
●車 線  数 2車線
●設計速度 30㎞／h
●整備場所 下山茨堂 ～ 下山田渡  
 ※「位置図」参照

●事 業  費 約6億5,000万円
●工　　期 平成13年度～24年度

援
と
か
ら
め
て
、課
題
の
解
消
お
よ
び
南
丹
市
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
経
過
と
し
て
は
、平
成
十
三
年
度
に
事
業
採
択

を
受
け
、平
成
十
六
年
度
に
工
事
に
着
手
。完
成
予
定
は

平
成
二
十
四
年
度
で
、平
成
二
十
二
年
度
末
の
進
捗
率

は
五
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

公
共
事
業
の
再
評
価
と
は

　

公
共
事
業
の
効
率
的
な
執
行
お
よ
び
実
施
過
程
の
透

明
性
を
図
る
観
点
か
ら
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
て
改
め
て
検
証
す
る
た
め
に
、「
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、五
年
間
経
過
し
た
後
も
未
着
手
の
事
業
」

「
継
続
中
で
十
年
間
を
経
過
し
た
事
業
」な
ど
を
対
象
に

委
員
会
で
審
査
し
、町
長
に
意
見
し
ま
す
。

　

町
長
は
、委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
、事
業
の
継
続
、

休
止
、ま
た
は
中
止
の
対
応
方
針
を
決
定
し
、委
員
会
へ

の
報
告
お
よ
び
公
表
を
し
ま
す
。

三
回
の
会
合
を
開
催
し

審
査
意
見
書
を
提
出

　

委
員
会
で
は
、一
月
十
七
日
の
初
会
合
を
皮
切
り
に
、

二
月
十
四
日
に
現
地
調
査
、二
月
二
十
八
日
に
最
終
会

合
を
開
催
し
、対
象
事
業
に
つ
い
て
の
審
査
を
実
施
。三

月
十
四
日
に
は
、片
山
委
員
長
が
寺
尾
町
長
に
審
査
意

見
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

な
お
、審
査
意
見
書
の
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
審
査
結
果
】

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
再
評
価
に
つ

い
て
は
、委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
や
現
地
調
査
に

お
け
る
説
明
な
ど
に
基
づ
き
、適
切
に
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、現
計
画
を
継
続
と
す
る
町
の
対
応
方
針（
案
）

は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

【 

意　

見 

】

　

本
路
線
は
、国
道
二
七
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
丹
市
に

至
る
路
線
で
あ
る
が
、現
状
は
幅
員
狭
小
で
大
型
車
と

の
離
合
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、未
舗
装
で
あ
る
。

　

ま
た
、畑
川
ダ
ム
建
設
に
よ
り
水
没
す
る
こ
と
か

ら
、機
能
回
復
と
し
て
の
付
け
替
え
と
拡
幅
改
良
が
併

せ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
、さ

ら
に
は
医
療
機
関
を
は
じ
め
本
町
と
南
丹
市
の
住
民

交
流
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
ダ
ム
建
設
に
よ
る
観
光
客

誘
致
施
策
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、事
業
の
必
要
性

を
認
め
ま
す
。

　

な
お
、大
変
厳
し
い
財
政
事
情
の
折
、今
後
と
も
安

全
、環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
た

事
業
費
の
精
査
や
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

広
く
町
民
に
対
し
て
十
分
な
啓
発
を
行
い
、工
期
内
完

成
に
向
け
、事
業
効
果
の
早
期
実
現
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

審
査
意
見
を
受
け
て
の

対
応
方
針

審
査
意
見
を
受
け
、町
は
今
後
の
対
応
方
針
を「
平
成

二
十
四
年
度
完
成
を
目
指
し
て
事
業
を
継
続
す
る
」と

し
、次
の
点
に
留
意
し
て
事
業
を
進
め
る
よ
う
、委
員
会

へ
報
告
し
ま
し
た
。

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

①
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、町
民
に
対
し
十
分

な
啓
発
を
行
い
、工
期
内
完
成
に
向
け
、事
業
効

果
の
早
期
実
現
に
努
め
る
。

②
安
全
か
つ
環
境
に
配
慮
し
、適
切
に
対
応
す
る
。

③
今
後
の
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
た
事
業
費
の
精

査
や
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

し
ん
ち
ょ
く
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人
の
動
き（敬称

略
）

 

区
長
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す

【
丹
波
地
区
】

笹
尾
／
一
谷　

寛

中
畑
／
小
林
秀
雄

辻
村
／
松
谷
實
二

中
村
／
金
延
英
樹

下
村
／
山
田
一
裕

鎌
倉
／
野
田
典
志

西
階
／
中
村　

剛

水
戸
／
西
垣
正
則

新
水
戸
／
徳
岡
信
男

須
知
／
久
保
田
一
郎

市
森
／
田
端
嘉
秀

上
野
／
原
澤
松
夫

蒲
生
／
猪
田
浩
三

蒲
生
野
／
伊
藤
康
二

曽
根
／
西
畑
幸
二

院
内
／
野
間
健
治

幸
野
／
勝
木
辰
美

森
／
浅
井
清
信

塩
田
谷
／
武
内　

務

安
井
／
林　

諭

富
田
／
岩
崎
順
男

豊
田
／
田
井　

清

上
豊
田
／
野
口
密
次

実
勢
／
北
村　

勝

下
山
／
山
口
正
城

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
／
今
西
孝
司

【
瑞
穂
地
区
】

中
台
／
澤
村　

彰

橋
爪
／
山
下
靖
夫

和
田
／
奥　

浩
一

井
脇
／
松
野
堯
俊

大
朴
／
奥
井
賢
治

井
尻
／
吉
見
政
和

八
田
／
森
下
義
之

小
野
／
尾
林
義
信

長
谷
／
滝
波
美
由
紀

坂
井
／
竹
市
健
夫

水
原
／
田
中
善
徳

上
大
久
保
／
角
垣　

弘

下
大
久
保
／
畠
中
二
三
雄

鎌
谷
下
／
木
村　

健

鎌
谷
中
／
熊
原
凉
一

鎌
谷
奥
／
奥
井
光
春

東
又
／
上
田　

駿

保
井
谷
／
野
村
諭
司

粟
野
／
山
内
幸
博

妙
楽
寺
／
上
田
雅
信

水
呑
／
田
川　

修

三
ノ
宮
／
上
田
良
一

質
志
／
東　

利
博

戸
津
川
／
田
中
吉
弘

猪
鼻
／
坂
本　

武

行
佛
／
田
畑
孝
夫

中
村
／
山
内　

敏

庄
ノ
路
／
林　

勝
治

和
田
／
岩
田
恵
一

上
野
／
小
西　

明

下
村
／
大
西
重
信

北
久
保
／
山
内
哲
夫

【
和
知
地
区
】

中
山
／
松
下
義
行

升
谷
／
野
口
利
一

市
場
／
井
上
清
史

大
倉
／
出
野
邦
明

篠
原
／
山
本
俊
夫

大
迫
／
堀　

均

長
瀬
／
山
口
照
夫

塩
谷
／
栗
林
耕
治

上
乙
見
／
竹
内　

浩

下
乙
見
／
澤
田
幹
生

西
河
内
／
奥
戸
俊
寿

下
粟
野
／
江
本
和
生

細
谷
／
吉
田
和
子

上
粟
野
／
梅
原
徳
之

仏
主
／
三
嶋
國
治

本
庄
／
吉
田　

昭

坂
原
／
野
間
猛
司

中
／
片
山
利
夫

角
／
藤
山
雅
靖

広
瀬
／
石
原
隆
夫

才
原
／
原
田
壽
賀
美

大
簾
／
片
山
博
憲

広
野
／
片
山
勝
紀

出
野
／
竹
内
伸
広

稲
次
／
谷　

敏
夫

安
栖
里
／
森　

英
雄

小
畑
／
藤
野
克
明

  

教
職
員
の
異
動

【
転
出
】（　

）は
転
出
先
な
ど

竹
野
小
／
校
長
・
野
口
耕
平

　
（
南
丹
市
立
摩
気
小
学
校
）

▼
川
内
い
ず
み

　
（
南
丹
市
立
八
木
小
学
校
、養
護
教
諭
）

丹
波
ひ
か
り
小
／
校
長
・
法
貴
雅
男

 　
（
亀
岡
市
立
亀
岡
小
学
校
）

▼
教
頭
・
阜　

正
是

 　
（
南
丹
市
立
園
部
第
二
小
学
校
）

▼
村
山
博
司（
南
丹
市
立
知
井
小
学
校
）

▼
桐
め
ぐ
み（
亀
岡
市
立
曽
我
部
小
学
校
）

▼
小
畑
輝
恵

　
（
宇
治
市
立
南
小
倉
小
学
校
）

下
山
小
／
教
頭
・
小
畑
恵
子

　
（
南
丹
市
立
大
野
小
学
校
）

▼
今
西　

孝

　
（
亀
岡
市
立
南
つ
つ
じ
ヶ
丘
小
学
校
）

▼
山
内　

洋（
南
丹
市
立
鶴
ヶ
岡
小
学
校
）

桧
山
小
／
山
下
敦
子（
亀
岡
市
立
東
別
院
小
学
校
）

▼
松
山
泰
輔

　
（
南
丹
市
立
胡
麻
郷
小
学
校
）

▼
久
瀨
智
子（
南
丹
市
立
吉
富
小
学
校
）

▼
山
崎
真
由
美

　
（
福
知
山
市
立
金
谷
小
学
校
、養
護
教
諭
）

明
俊
小
／
教
頭
・
田
中
文
彦

　
（
亀
岡
市
立
吉
川
小
学
校
）

▼
小
峰
晶
子（
南
丹
市
立
川
辺
小
学
校
）

▼
宮
本
愛
樹（
南
丹
市
立
園
部
小
学
校
）

三
ノ
宮
小
／
校
長
・
森　

久
恒

　
（
南
丹
市
立
川
辺
小
学
校
）

▼
河
井
紀
子（
南
丹
市
立
富
本
小
学
校
）

▼
石
田
奈
緒
実

　
（
亀
岡
市
立
つ
つ
じ
ヶ
丘
小
学
校
）

質
美
小
／
校
長
・
内
藤
精
一（
亀
岡
市
立
本
梅
小
学
校
）

▼
弓
削
善
裕（
南
丹
市
立
知
井
小
学
校
）

和
知
小
／
北
川
真
衣
子（
八
幡
市
立
南
山
小
学
校
）

蒲
生
野
中
／
小
森　

誠

　
（
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
、教
頭
）

瑞
穂
中
／
谷　

あ
ゆ
み

　
（
南
丹
市
立
殿
田
中
学
校
、養
護
教
諭
）

和
知
中
／
中
林
な
つ
み

　
（
府
立
洛
水
高
等
学
校
、養
護
教
諭
）

【
転
入
な
ど
】（　

）は
前
任
校
な
ど

竹
野
小
／
校
長
・
山
内
朝
文（
明
俊
小
）

▼
薬
師
川
洋
子（
質
美
小
）

▼
大
槻
徳
子（
明
俊
小
、養
護
教
諭
）

丹
波
ひ
か
り
小
／
校
長
・
加
藤
芳
樹

　
（
南
丹
市
立
園
部
小
学
校
）

▼
教
頭
・
藤
田
道
子（
桧
山
小
）

▼
三
上　

泉（
明
俊
小
）

▼
野
々
口
祐
子（
三
ノ
宮
小
）

▼
出
野
悦
子（
和
知
小
）

▼
下
和
田　

剛（
三
ノ
宮
小
）

▼
塩
貝
み
ど
り（
竹
野
小
）

▼
藤
本
達
弘（
新
規
採
用
）

下
山
小
／
教
頭
・
上
田
明
成（
和
知
小
）

▼
三
嶋　

浩（
明
俊
小
）

▼
松
本
正
治（
質
美
小
）

▼
野
々
村　

翔（
新
規
採
用
）

和
知
小
／
教
頭
・
稲
澤
直
美（
質
美
小
）

▼
池
田
あ
ず
さ（
新
規
採
用
）

▼
小
林
一
生（
新
規
採
用
）

瑞
穂
小
／
校
長
・
井
尻
常
夫（
桧
山
小
）

▼
教
頭
・
森
脇
英
隆（
三
ノ
宮
小
）

▼
中
舎
良
希（
桧
山
小
）

▼
岩
内
あ
お
い（
桧
山
小
）

▼
由
良
知
子（
桧
山
小
）

▼
小
嶋
正
悟（
桧
山
小
）

▼
小
牧
綾
美（
桧
山
小
）

▼
平
井
伸
子（
明
俊
小
）

▼
中
野
善
文（
明
俊
小
）

▼
太
田
智
美（
明
俊
小
）

▼
田
村
め
ぐ
み（
三
ノ
宮
小
）

▼
福
西
紀
子（
質
美
小
）

▼
國
府
公
子（
三
ノ
宮
小
、養
護
教
諭
）

▼
北
井
松
明（
明
俊
小
、事
務
主
任
）

▼
前
谷
浩
之（
明
俊
小
、社
会
教
育
主
事
）

蒲
生
野
中
／
寺
本
裕
彦

　
（
与
謝
野
町
立
江
陽
中
学
校
）

▼
後
藤
佳
代
子

　
（
南
丹
市
立
美
山
中
学
校
）

瑞
穂
中
／
田
中
準
子（
新
規
採
用
）

和
知
中
／
一
ツ
石
英
俊（
新
規
採
用
）

▼
角
田
亜
樹
奈

　
（
南
丹
市
立
殿
田
中
学
校
、養
護
教
諭
）

【
退
職
】（　

）は
前
任

西
山
喜
代
美（
丹
波
ひ
か
り
小
）

 

交
通
指
導
員（
任
期
二
年
）

【
新
任
】

丹
波
地
区
／
一
谷 

勲（
口
八
田
）

▼
山
本
浩
生（
高
岡
）

▼
高
田
マ
キ（
水
戸
）

▼
田
端
久
代（
市
森
）

▼
森 

邦
彦（
蒲
生
野
）

▼
中
村 

勉（
院
内
）

▼
武
内
浩
子（
塩
田
谷
）

▼
横
川
龍
一（
豊
田
）

▼
永
澤
友
嘉（
実
勢
）

▼
山
内
秀
文（
下
山
）

▼
上
仲
繁
一（
下
山
）

瑞
穂
地
区
／
岼 

建
三（
粟
野
）

和
知
地
区
／
堀 

均（
大
迫
）

▼
寺
井
幸
生（
本
庄
）

▼
片
山
里
史（
広
野
）

【
再
任
】

丹
波
地
区
／
平
井
法
夫（
須
知
）

▼
副
指
導
員
長
・
和
久
田
正
和（
須
知
）

▼
田
中
清
次
郎（
富
田
）

▼
柘
植
奈
保
美（
豊
田
）

瑞
穂
地
区
／
中
西
和
昭（
八
田
）

▼
永
田
隆
郎（
大
朴
）

▼
副
指
導
員
長
・
山
下 

泰（
井
脇
）

▼
輕
尾
圭
造（
鎌
谷
下
）

▼
山
内 

慶（
三
ノ
宮
）

▼
室 

正
博（
質
美
）

▼
林 

良
史（
質
美
）

和
知
地
区
／
清
水
博
幸（
市
場
）

▼
野
間
雅
彦（
坂
原
）

▼
指
導
員
長
・
片
山
友
三（
中
）

【
退
任
】

丹
波
地
区
／
山
鳥
佐
千
代（
口
八
田
）

▼
古
田
祐
一（
高
岡
）

▼
奥
岸
忠
明（
高
岡
）

▼
村
山
隆
義（
安
井
）

▼
樹
山
文
美
子（
上
野
）

▼
坂
本 

惠（
院
内
）

▼
上
田
隆
司（
豊
田
）

▼
水
谷
孝
司（
蒲
生
野
）

▼
北
村
容
子（
実
勢
）

▼
山
口
知
哉（
下
山
）

▼
藤
井
ふ
み
江（
下
山
）

瑞
穂
地
区
／
塩
谷
紀
彦（
水
原
）

▼
西
村
明
洋（
猪
鼻
）

和
知
地
区
／
片
山
智
博（
出
野
）

▼
栗
林
耕
治（
塩
谷
）

▼
山
根
勇
次（
小
畑
）

 

行
政
相
談
委
員（
任
期
二
年
）

【
再
任
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
田
喜
一（
三
ノ
宮
）

▼
片
山
俊
明（
本
庄
）

▼
稲
葉
文
男（
下
山
）

 

人
権
擁
護
委
員（
任
期
三
年
）

【
再
任
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

均（
須
知
）

▼
野
間
幸
栄（
本
庄
）

 

社
会
教
育
委
員（
任
期
二
年
）

太
田
明
平（
橋
爪
）

▼
澤
井
安
子（
質
美
）

▼
正
田
哲
也（
小
畑
）

▼
白
樫　

貢（
本
庄
）

▼
高
柳
秀
文（
本
庄
）

▼
中
野　

昭（
豊
田
）

▼
猪
田
浩
和（
蒲
生
野
）

▼
大
西　

治（
妙
楽
寺
）

▼
春
田
千
代
美（
本
庄
）

▼
山
内
朝
文（
竹
野
小
学
校
長
）

▼
新
宮
雅
之（
和
知
中
学
校
長
）

 

女
性
の
会

会　

長
／
寺
谷
す
ま
子（
大
朴
）

副
会
長
／
上
田
え
り（
豊
田
）

▼
春
田
千
代
美（
本
庄
）

庶　

務
／
畠
中
千
鳥（
下
大
久
保
）

▼
原
澤
美
代
子（
高
岡
）

会　

計
／
森
ひ
ろ
み（
安
栖
里
）

 

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

〈
く
る
み
の
会
〉

会　

長
／
澤
井
安
子（
質
美
）

副
会
長
／
野
口
和
子（
曽
根
）

▼
片
山
和
美（
角
）

庶　

務
／
米
本
桂
子（
曽
根
）

▼
谷
垣
洋
子（
水
原
）

会　

計
／
十
倉
さ
ち
よ（
安
栖
里
）

会
計
監
査
／
太
田
世
都
子（
才
原
）

▼
尾
池
と
し
子（
小
畑
）

 

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ

会　

長
／
田
畑
美
さ
子（
蒲
生
野
）

副
会
長
／
西
田
光
子（
下
大
久
保
）

会　

計
／
野
間
妙
子（
本
庄
）

委　

員
／
野
口
和
子（
曽
根
）

▼
野
田
康
子（
高
岡
）

▼
澤
井
安
子（
質
美
）

▼
阿
部
幸
子（
中
台
）

▼
下
林
登
志
子（
広
野
）

▼
片
山
和
子（
出
野
）

※
退
任
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。新
し
く

　

お
世
話
に
な
る
み
な
さ
ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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いきいき健康術 第45回

垣田秀治副院長（京丹波町病院）
［内科一般・糖尿病・代謝］

かき た ひではる

『
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

  

に
つ
い
て
』

健 こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員

が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
京
丹
波
町
病
院
の
副
院
長　

垣
田
秀
治
先

生
。健
診
な
ど
の
検
査
項
目
の
一
つ
で
あ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

診
な
ど
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
な
ど
を
測
定

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、結
果
を
見
た
と

き
、最
近
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
項
目
が
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

脂
質
の
検
査
で
は
、以
前
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂

肪
、Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
三
項
目
が
測
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、こ
こ
数
年
は
中
性
脂
肪
、Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
三
項
目
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
中
に
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

で
あ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
、悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で

あ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
ど
ち
ら
も
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
数
値
だ
け
で
判
断
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。

「
わ
た
し
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
か
ら
」と
い
う
会
話
を

し
が
ち
で
す
が
、こ
れ
か
ら
は
善
玉
か
悪
玉
の
ど
ち
ら
が
多
い

の
か
を
、し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
、い
く

ら
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
数
値
が
高
く
て
も
治
療
の
必
要
は
な

い
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
に
は

方
法
と
し
て
は
、「
適
度
な
運
動
」「
野
菜
や
背
中
の
青
い
魚
を

し
っ
か
り
食
べ
る
」「
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
」な
ど

が
あ
り
ま
す
。当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、そ
れ
を

し
っ
か
り
継
続
す
る
こ
と
は
結
構
難
し
い
こ
と
で
す
。

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
は
動
脈
硬
化
の
大
き
な

原
因
と
な
り
ま
す
。日
常
生
活
の
中
で
自
分
の
健
康
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
な
こ
と
で
す
の
で
、が
ん
ば
っ
て
生

活
習
慣
病
を
予
防
し
、そ
し
て
克
服
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

京
丹
波
町
病
院
で
は
、毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
の

午
前
中
に
内
科
と
小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
8
6
―
0
2
2
0

平成23年4月から

献血の基準が一部
改正されました
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《主な変更箇所》
●献血に禁止されている薬の使用について、質問を増やしました。
●既往歴を確認する質問を3項目に分けました。
●海外渡航歴を確認する質問を5項目に分けました。
●エイズ感染リスクを判断する質問について、記載を変更しました。

問診は、献血いただいた方の健康を守るとともに、血液を必要とし
ている患者をウイルスなどの感染から守るために行っています。ご
理解とご協力をお願いします。

【問】京都府福知山赤十字血液センター　☎0773-27-6630

　年齢条件の変更
●400mL献血の対象年齢が、男性のみ17歳に引き下げられました。
●血小板成分献血の対象年齢が、男性のみ69歳まで引き上げられました。
※血小板成分献血は献血ルームでのみ実施しています。

　血色素量の変更
●200mL献血の下限値が、男性のみ12.5g/dLに引き上げられました。
●400mL献血の下限値が、男性のみ13g/dLに引き上げられました。
※献血前の事前検査が、比重液による検査から血色素量測定に変わりました。

問診票の質問事項が「14項目」から「23項目」になりました

※65歳～69歳までの方は、60歳～64歳までの間に献血の経験がある方に限ります。

【用語説明】
血色素量（ヘモグロビン濃度）
…血液中の赤血球の濃さ

採血基準の変更点
（全血献血） 

 

全 血 献 血
200mL献血 400mL献血

年  齢 16歳～69歳※
男性17歳～69歳※
女性18歳～69歳※

体  重 男性45㎏以上
女性40㎏以上 50㎏以上

最高血圧 90㎜Hg以上

血色素量
男性13g/dL以上
女性12.5g/dL以上

男性12.5g/dL以上
女性12g/dL以上
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京丹波のまちのニュースをお届けします

人形を見つめる来場者（みずほ人形の
家「みやび」・質美）

人
形
が
伝
え
る

思
い
や
り
の
心

光
協
会
の
設
立
を
目
指
し
て

■
ふ
る
さ
と
人
形
展

四
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
五
日
間
、

第
二
十
回
ふ
る
さ
と
人
形
展（
町
教
育

委
員
会
、町
ふ
る
さ
と
体
験
資
料
館
運

営
委
員
会
主
催
）が
み
ず
ほ
人
形
の
家

「
み
や
び
」で
開
催
さ
れ
、期
間
を
通
じ

て
延
七
百
二
十
九
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

同
人
形
展
で
は
、昔
な
つ
か
し
い
土
人

形
を
は
じ
め
、節
句
の
祝
い
に
贈
ら
れ
る

雛
人
形
や
五
月
人
形
な
ど
、町
内
外
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
約
二
千
体
の
人
形
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
並
べ
ら
れ
、訪
れ
た
人
々
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。ま
た
、期
間
中
に
は
、

質
美
地
区
の
地
元
有
志
や
町
共
同
作
業

所
の
み
な
さ
ん
な
ど
が
模
擬
店
を
出
店

し
、人
形
展
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

同
館
運
営
委
員
長
の
北
村
始
子
さ

ん
は
、「
ど
の
人
形
を
見
て
も
、か
わ
い

ら
し
い
顔
を
し
て
い
る
の
で
、そ
の
顔
を

見
て
心
を
和
ま
せ
て
い
た
だ
き
、思
い

や
り
の
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」と
話
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
を
担
う
消
防
団
に
三
十
六
人
が
入
団

■
消
防
団
入
退
団
及
び
役
員
任
命
式

平
成
二
十
三
年
度
京
丹
波
町
消
防

団
入
退
団
及
び
役
員
任
命
式
が
四
月

一
日
、蒲
生
野
中
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、消
防
団
員
ら
約
百
五
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
で
は
、寺
尾
豊
爾
町
長
が
式
辞
を

述
べ
た
後
、梅
原
好
範
団
長
が
本
年
度

の
部
長
と
班
長
、入
団
者
に
任
命
書
を

交
付
。続
い
て
、新
入
団
員
代
表
の
太

田
周
人
さ
ん（
富
田
）に
よ
る
入
団
者

宣
誓
を
は
じ
め
、平
成
二
十
二
年
度
表

彰
の
伝
達
や
退
団
者
へ
の
辞
令
交
付
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
梅
原
団
長
は
、「
東
日

本
大
震
災
の
報
道
で
地
元
消
防
団
の

壮
絶
な
活
動
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、同

じ
消
防
団
員
と
し
て
言
葉
を
失
い
、震

え
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。こ
の
大
災
害
を

身
近
に
捉
え
、有
事
の
緊
急
出
動
時
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、啓
も
う
活
動
や
訓

練
な
ど
、常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
よ
う
改
め
て
指
示
し
ま
す
」と
力

強
く
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、入
退
団
者
お
よ
び
表
彰
受
章

者
は
、次
の
み
な
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
新
入
団
員
】

■
丹
波
支
団

奥
岸
忠
明
▼
岡
本
幸
男

▼
浅
井
浩
平
▼
藤
田
智
一

▼
森
山 

豊
▼
谷
口
仁
志

▼
太
田
周
人
▼
野
瀬
紘
生

▼
北
村
正
樹
▼
篠
塚
寿
来

▼
徳
川
誠
司
▼
杉
山
裕
亮

▼
原
田 

諭
▼
今
井
浩
基

▼
細
見
英
之

■
瑞
穂
支
団

土
屋
隆
亮
▼
増
谷
喬
太

▼
村
井
裕
哉
▼
村
井
大
樹

▼
山
﨑
史
陽
▼
前
田 

諒

▼
ウ
ィ
チ
ャ
イ
ウ
ォ
ン 

ウ
ィ
ラ

▼
門
下
達
也
▼
畑
中
良
太

▼
永
濱
康
孝
▼
細
野
知
之

▼
大
覀
裕
樹
▼
室 

諭

■
和
知
支
団

竹
中
真
介
▼
田
井
慎
也

▼
木
下
悠
吾
▼
片
山
剛
士

▼
坂 

優
▼
堀
川
泰
雅
▼
正
田 

一

▼
中
覀
重
清

【
退
団
者
】

■
丹
波
支
団

中
西
健
二
▼
下
口
卓
郎

▼
岩
崎
利
紀
▼
田
端
泰
三

▼
北
村
文
幸
▼
村
山 
充

▼
松
村
昌
幸
▼
山
内
弘
文

▼
安
村
英
展
▼
本
郷
健
一

▼
小
森
博
之
▼
鈴
木
基
司

▼
山
内
和
秋
▼
藤
田
房
之

▼
細
井
政
広
▼
山
内
勝
則

▼
片
山
文
樹

■
瑞
穂
支
団

　

保
田
志
信
▼
田
中 

努
▼
西
山
久
司

▼
稲
元
春
喜
▼
田
川 

誠
▼
森 

俊
明

▼
水
口
光
博
▼
梅
垣 

孝

■
和
知
支
団

出
野
義
明
▼
藤
井
嘉
之
▼
野
間 

隆

▼
藤
田
寿
一
▼
梅
原
一
光

▼
片
山
幸
男
▼
江
本
博
司

▼
瀬
野
忠
義
▼
萩
尾
尚
明

【
京
都
府
知
事
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章　

大
田
有
次（
支
団
長
）

【
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章　

川
嶌
勇
人（
支
団
長
）

精
績
章　

坂
本
信
幸（
分
団
長
）

▼
橋
本
秀
樹（
同
）

勤
続
章　

上
林
茂
治
▼
樋
口
敏
秀

【
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
】

坂
部
俊
光（
部
長
）▼
井
上
仁
悟（
同
）

▼
山
本 

守（
同
）▼
古
田
祐
一（
同
）

▼
田
中
義
則（
同
）▼
橋
野 

茂（
同
）

▼
山
藤 

勲（
同
）▼
山
田
泰
行（
同
）

▼
野
口
貴
史（
同
）▼
榎
川 

篤（
同
）

▼
田
畑
佳
喜（
同
）

※
平
成
二
十
二
年
度
表
彰
の
た
め
、当
時
の

　

役
職
名
で
す
。
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観■
観
光
協
会
設
立
委
員
会
が
発
足

京
丹
波
町
観
光
協
会
設
立
委
員
会

が
四
月
十
九
日
に
発
足
し
、役
場
議
員

控
室
で
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、町
の
観
光
振
興
の
中

心
的
役
割
を
担
う
観
光
協
会
を
設
立

す
る
こ
と
を
目
的
に
、各
種
団
体
の
推

薦
を
受
け
た
委
員
や
学
識
経
験
者
ら

九
人
で
組
織
。会
議
で
は
、寺
尾
豊
爾

町
長
が
委
員
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を

交
付
し
た
後
、正
副
委
員
長
を
選
出
し
、

設
立
に
向
け
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
う
と
と
も
に
、発
足
予
定
を
七
月

一
日
と
し
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
協
会
設
立
委
員 

※
敬
称
略

委 

員 
長
／

　

岡
本 
久（
丹
波
地
域
開
発（
株
）） 

副
委
員
長
／

　

西
山
芳
明

　
（
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ（
株
））

委
員
／
岩
田
恵
一（
町
議
会
議
員
）

湊 

嘉
秀（
町
商
工
会
）

中
西
英
夫

（（
財
）和
知
ふ
る
さ
と
振
興
セ
ン
タ
ー
）

太
田 

裕

（
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園
協
力
会
）

森 

隆

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丹
波
み
ら
い
研
究
会
）

谷
口 

忍（
学
識
経
験
者
）

山
鳥
喜
子（
同
）

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
伝
え
る
地
域
の
特
色

キ■
北
部
振
興
会
が
集
落
Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置

北
部
振
興
会（
江
本
正
昭
会
長
）が

三
月
二
十
六
日
、地
域
に
愛
着
を
持
つ

と
と
も
に
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
看

板（
縦
七
十
五
㌢
、横
百
二
十
㌢
）を
、

参
画
す
る
集
落
ご
と
に
一
箇
所（
計
五

箇
所
）設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、豊
か
な
自
然
と

多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
の

特
色
を
伝
え
る
た
め
に
、府
の「
共
に
育

む
命
の
里
事
業
」を
活
用
し
て
実
施
。

看
板
に
は
、「
和
知
ほ
く
ぶ
長
老
の
郷
」

の
文
字
と「
集
落
名
」、そ
れ
ぞ
れ
の
集

落
で
考
え
ら
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

（「
蛍
と
び
か
う
村
さ
来
の
里（
西
河

内
）」、「
文
化
の
薫
り
豊
か
な
交
流
の

里（
下
粟
野
）」、「
悠
久
の
歴
史
が
育
む

神
佛
の
里（
細
谷
）」、「
絆
で
心
む
す
ぶ

川
合
の
里（
上
粟
野
）」、「
水
車
で
心
つ

な
ぐ
仏
の
住
む
里（
仏
主
）」）が
記
さ

れ
、訪
れ
る
人
た
ち
へ
の
情
報
発
信
の
一

つ
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

課題などを話し合う委員（役場議員控室・蒲生）

わたしたちの町

5月1日現在／（　）は前月比

人　 口
１6,519（－10）

男
7，812（＋6）

女
8，707（－16）
世帯数

６，432（＋4）

て
ら   

お   

と
よ   

じ

ひ
な

き
た   

む
ら  

も
と   

こ

入団者宣誓をする太田さん
（蒲生野中学校・蒲生）

う
め 

は
ら  

よ
し  

の
り

お
お

た  

し
ゅ
う  

と

  

職
員
の
配
置  

（
敬
称
略
）

■
異
動（
五
月
一
日
付
）

 
西
山
由
里（
京
丹
波
町
病
院
看
護
主
任
）

小
川
和
代（
和
知
診
療
所
看
護
主
任
）

川
勝
里
美（
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
）

上
田
ひ
と
み（
和
知
診
療
所
看
護
師
）

立て看板を設置する会員（西河内地内）

称
を
改
め
て
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

名■
女
性
の
会
総
会

京
丹
波
町
女
性
の
会
が
四
月
十
六

日
、町
中
央
公
民

館
で
総
会
を
開
催

し
、会
員
六
十
八

人
が
出
席
し
ま
し

た
。同

会
は
、
京
丹

波
町
婦
人
会
を
改

称
し
た
組
織
で
、

平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
会
員
百
四
十
六
人
で
新
た

に
ス
タ
ー
ト
。総
会
で
は
、役
員
選
出
を

は
じ
め
、二
十
二
年
度
事
業
と
決
算
の

報
告
、二
十
三
年
度
事
業
計
画
と
予
算

な
ど
を
審
議
し
、最
後
に
新
会
長
の
寺

谷
す
ま
子
さ
ん
が「
み
な
さ
ん
の
知
恵

と
力
、そ
し
て
女
性
の
パ
ワ
ー
を
い
た

だ
い
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」と
意

気
込
み
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

な
お
、新
役
員
に
つ
い
て
は
、「
人
の

動
き（
七
ペ
ー
ジ
）」に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

あいさつをする寺谷会長
（町中央公民館・蒲生）

え　

 

も
と   

ま
さ  

あ
き

さ
と

か
お

き
ず
な

か
み   

が
み

て
ら   

お   

と
よ   

じ
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期待を胸に
　　新たな一歩を
　　　　踏み出す

F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2011
京丹波のまちのニュースをお届けします

　入学式を取材させていただ
きましたが、夢と希望に胸を
ふくらませる新入生の姿を見
るととてもうれしい気持ちに
なり、編集子であることに喜び
を感じるとともに、息子が成長
した姿を想像し感慨深いもの
がありました。これからも取材
を通じて味わうことができる
感動を大切にしながら、広報
編集に励みたいと思います。
（Ｋ）

編
集
後
記

気
持
ち
を
新
た
に
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

瑞
穂
小
学
校
と
み
ず
ほ
保
育
所
の
誕
生
を
祝
う

■
入
学
・
入
園
式

四
月
十
一
日
、町
立
中
学
校（
蒲
生

野
、瑞
穂
、和
知
）の
入
学
式
が
各
校
で

行
わ
れ
、在
校
生
や
保
護
者
ら
が
見
守

る
中
、新
入
生
百
四
十
一
人
が
新
た
に

中
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

蒲
生
野
中
学
校
で
は
、在
校
生
代
表

の
長
澤
慶
さ
ん
が「
中
学
校
生
活
で
新

し
い
自
分
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、新
入
生
代
表
の
宮

田
栞
里
さ
ん
が「
夢
に
向
か
っ
て
、一
日

一
日
を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
過
ご
す
と

と
も
に
、今
日
の
感
動
を
忘
れ
ず
、蒲

生
野
中
学
校
の
新
た
な
歴
史
を
作
る

生
徒
と
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
力

強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。　

四
月
八
日
に
は
町
立
小
学
校（
竹
野
、

丹
波
ひ
か
り
、下
山
、瑞
穂
、和
知
）で

入
学
式
が
行
わ
れ
、計
百
人
が
入
学
。

四
月
七
日
に
は
町
立
保
育
所（
み
ず
ほ
、

和
知
、上
豊
田
、下
山
分
園
）で
計
八

十
五
人
、四
月
十
二
日
に
は
須
知
幼
稚

園
で
二
十
人
が
入
園
し
ま
し
た
。

■
開
校
式
・
開
所
式

新
た
な
学
び
舎
と
し
て
誕
生
し
た

瑞
穂
小
学
校
の
開
校
式
が
四
月
六
日
、

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、児
童
や
地
元

住
民
ら
約
三
百
六
十
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
、十
倉
一
昭
教
育
委
員

長
か
ら
井
尻
常
夫
校
長
へ
の
校
旗
授

与
を
は
じ
め
、寺
尾
町
長
の
式
辞
や
十

倉
教
育
委
員
長
の
告
辞
、井
尻
校
長
の

あ
い
さ
つ
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、児
童

た
ち
が
全
員
合
唱
を
し
て
新
し
い
校

歌
を
披
露
。続
い
て
、参
加
者
全
員
で

万
歳
三
唱
を
し
、新
た
な
歴
史
の
幕
開

け
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、四
月
七
日
に
は
、園
児
や
保

護
者
ら
が
出
席
す
る
中
、「
み
ず
ほ
保

育
所
開
所
式
」を
実
施
。式
典
で
は
、

寺
尾
町
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、園
児
た

ち
に
よ
る
合
唱
や
、五
歳
児
と
来
賓
に

よ
る
く
す
玉
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
、新

し
く
な
っ
た
保
育
所
の
出
発
を
多
く
の

人
た
ち
で
祝
い
ま
し
た
。

校旗を披露する井尻校長（左）（瑞穂小学校・橋爪）

開所を祝してくす玉を割る児童ら（みずほ保育所・和田）

新入生を代表して宣誓する宮田さん（蒲生野中学校・蒲生）

入学の喜びを込めて歌う新入生
（瑞穂小学校・橋爪）

名前を呼ばれて大きな声で返事をする児童
（みずほ保育所・和田）

な
が 

さ
わ  

け
い

み
や

た 

し
お
り

と    

く
ら   

か
ず  

あ
き

い　
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